
税理士会の要望実現のために活動しています�
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政権交代という熱い掛

け声のもと、子ども手当、

高速道路の無料化などの

マニフェストを掲げ選挙

が行われた。政治が変わりバラ色の未来が待

ち構えていると信じて、国民は投票した。

あれから３年が経過し、マニフェストはす

っかり色あせてしまった。政治不信が蔓延し、

外国との摩擦もあり、国民は政治に対する信

頼を喪失してしまったようにも見える。こん

な状況のもと、近いうちに、衆議院議員総選

挙が行われると思われるが、国民はどのよう

な選択をするのであろうか。

税政連の、国会議員選挙区選挙における推

薦基準では、「自由主義経済体制下において、

税理士制度の発展に寄与し、且つ、相当の効

果を期待できる�近畿税理士会及び本連盟の
重点施策に過去尽力された議員、または今後

これらに対し協力が得られると認められる者

�税理士会の会員で、真に税理士たる使命と
信念に立脚した立候補予定者で、当選の可能

性を認められる者を推薦する」と明確に規定

されている。

税政連は、個人の主義主張を実現するため

ではなく、税理士法改正などの税理士会の要

望実現のために、税理士による国会議員等後

援会を設立し日ごろから支援を行い、衆議院

議員総選挙などの国政選挙に際しては、これ

らの候補者を推薦し応援活動をする。税理士

法改正は重要な局面を迎えている。一致団結

して推薦候補者を応援していかねばならな

い。

第１８８号
平成２４年１０月１０日

焦焦 点点



皆さまご高承の通り、与党及び最大野党それぞれの代表、総裁を
決める選挙がただ今行われています。また、「大阪維新の会」が「日
本維新の会」として国政に進出することが報道されています。
政治に対する有権者の関心が高まることは歓迎されるべきことで
あります。震災復興や将来のエネルギー問題をはじめとした経済連
携協定の問題など、多くの懸案を抱える現在、自分たちの将来のた
め、一人ひとりがしっかりとした行動をとらなければなりません。
一方、我々税理士業界はこの秋、税理士法改正に向けて、運動を
さらに強化していかなければなりません。一昨年より、日税連、日
税政、近税会そして近税政、それぞれの立場で所管官庁や各政党、
国会議員等に対して運動を進めてまいりました。平成２４年度税制改正大綱には「税理士制度につ
いて、その見直しに向けて引き続き検討を進めます」と明記されており、日税連による国税庁、
財務省主税局との勉強会も、６月末までに１４回と数を重ねております。
税理士法改正のため着々と手続きが進められていますが、当然ながら国会決議を経ることが必
要です。そのために私たちは、政党および国会議員一人ひとりに、税理士制度、そしてこの税理
士法改正の意義について理解を求めていかなければなりません。
支部連及び支部、後援会の役員先生方におかれましては、一層のご協力をお願い申し上げます。
税政連の力の根源は、言うまでもなく税理士による国会議員等後援会の活動であり、それを支え
る支部連及び支部の活動であります。本日、今から年明け通常国会での税理士法改正の議決の時
まで、本部・支部連及び支部・後援会の連携を密にして運動を進めてまいりましょう。
税制改正につきましては、後ほどの議案審議の中で報告をさせていただきますが、多くの項目
が実現しております。支部連及び支部、後援会の先生方には重ねて御礼申し上げますとともに、
後援会活動は、税政連活動の主軸であるとの認識のもと、本部においてできる限りの支援を行っ
てまいりたいと考えています。
会費収納につきましては、収納率の向上のため、口座振替やコンビニ収納などのＰＲを行うと
ともに、税政連活動の意義についてご理解を深めていただけるよう、広報活動にも積極的に取り
組みました。また、「支部長・後援会会長連絡会議」や個別の懇談を通じて、会費収納について支
部のご協力をお願いするとともに、施策に関してのご意見を頂戴いたしました。積極的なご協力
を賜り、一部の支部連及び支部においては収納率を大きく改善していただきました。その結果、
低下傾向にあった全体収納率が下げ止まり、少しですが改善いたしました。後ほど感謝を込めて
表彰させていただきます。
我々税理士は、公益的業務への進出など、その職域は大きく広がり、社会的責任はますます大
きなものとなっています。これら社会の活動に重要な役割を果たしている税理士制度のますます
の発展と、公平かつ理解と納得のできる税制構築のため、我々税政連はさらなる力を養っていか
なければなりません。そのために、先生方のご理解とご参加を是非ともお願い申し上げたいと考
えております。
税政連の組織が拡充強化され、懸案が解決するよう、一層のご支援ご協力をお願いするととも
に、ご参集いただきました皆さまのご健勝とご多幸を祈念申し上げます。
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定 期 大 会

９月１４日、第４６回定期大会が帝国ホテル大阪

にて開催された。宮本信一組織委員長の開会宣

言の後、国歌を斉唱した。来賓として池田隼啓

日税連会長、山川巽日税政会長、宮田義見近税

会会長、和田義弘名古屋税政連会長、浅田恒博

日税連専務理事および宮口定雄相談役、岡田泰

介相談役、柏木勝志相談役の紹介がなされた。

南出力利会長のあいさつの後、議長に平山直

樹代議員、副議長に上田実代議員が選任され議

事に入った。

第１号議案「平成２３年度運動経過報告」が井戸

本�次幹事長から、第２号議案「収支決算」につ

いては笹岡憲一財務委員長からそれぞれ説明が

なされ、両議案とも賛成多数で可決承認された。

第３号議案「平成２４年度運動方針」が井戸本

幹事長より、第４号議案「委員会活動方針」が

田達満政策委員長より、第５号議案「収支予算」

が笹岡財務委員長より説明があり、全て賛成多

数で可決承認された。

最後に第６号議案として、田政策委員長から

６項目の大会決議が読み上げられ、賛成多数で

可決承認された。 （明石支部 川淵佳子）

来賓祝辞

大会決議朗読のあと来賓祝辞があり、内容は

以下のとおりであった。

●池田隼啓 日税連会長

税理士制度は、申告納税制度を支え国家財政

の安定化のために寄与してきた。国民の信頼性

を増すために、納税義務の適正な実現を図ると

いう使命のもとで、税理士法改正を行いたい。

●山川巽 日税政会長

平成２５年度税制改正及び税理士法改正におい

て、本連盟は要望の実現のため、日税連と連携

し積極的に対応する。全ての税理士が誇りと使

命感をもって税政連活動に参加していただくこ

とを熱望している。

●宮田義見 近税会会長

税理士制度を取り巻く社会経済環境の安定と

業界発展のため、近税政とより一層の意思疎通

を図りながら緊密な連携のもと会務を執行して

いきたい。

●和田義弘 名古屋税政連会長

名古屋税政連は名古屋市と近隣、岐阜県全域

の約４，２００人の会員で１５後援会が設立されてい

る。今後とも近税政を手本にして活動をしてい

きたい。

平山直樹議長（左）と上田実副議長

議案説明 井戸本�次 幹事長
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引き続いて、会費収納率の向上に顕著な成果

をあげた支部連及び支部の表彰式が執り行われ

た。（８面参照）

最後に河田秀雄副会長が「今年度は税制改正

の他に税理士法改正という大きなテーマがあ

る。我々の要望を実現するために、後援会に今

まで以上にご尽力を賜わるようお願いしたい」

という閉会のあいさつをし、盛会のうちに定期

大会は閉会となった。

（門真支部 大志万泰範）

表彰式 天王寺支部

表彰式 泉大津支部

表彰式 湯浅支部

大会決議朗読
左から金田光世、久乘一姫、中北茂�、道
廣友厚、光永きみ子、森本勝志の各代議員

表彰式 和歌山支部

表彰式 水口支部

表彰式 桜井支部
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国政報告会

引き続き前川武政国対委員長の司会により、

国政報告会が開催された。多忙な時期にも関わ

らず２１名もの国会議員等の出席があり、日ごろ

の支援に対する感謝の言葉、政局についての報

告があった。

出席議員等は次のとおりであった。

川端達夫総務大臣、中野寛成衆議院議員、

関芳弘前衆議院議員、石川博崇参議院議員、

盛山正仁前衆議院議員、三日月大造衆議院議員、

梅村聡参議院議員、渡嘉敷奈緒美前衆議院議員、

中馬弘毅前衆議院議員、岸本周平衆議院議員、

北側一雄前衆議院議員、渡海紀三朗前衆議院議員、

北川知克前衆議院議員、竹本直一衆議院議員、

左藤章元衆議院議員、中山泰秀前衆議院議員、

西野あきら衆議院議員、松本剛明衆議院議員、

吉田おさむ国土交通副大臣、尾立源幸参議院議員、

原田憲治前衆議院議員 （登壇順）

最後に細谷陸雄副会長による出席議員等に対

する謝辞をもって、国政報告会は閉会した。

（芦屋支部 吉田智代）

池田隼啓 日税連会長

宮田義見 近税会会長

懇 親 会

国政報告会に引き続き、懇親会が開催された。

後安宏彦広報委員長が司会者となり、雪松弘副

会長の開宴のあいさつの後、中野寛成衆議院議

員が乾杯の発声を行った。

司会者の紹介で、国会議員等や首長・地方議

員等（税理士会会員）が一人ずつ登壇して、あ

いさつ及び国政報告を行った。

国会議員等の本人参加は１３名、代理人参加は

１０名、また、首長１名の参加と地方議員等４名

の本人参加があった。

大村惠美子副会長の閉会のあいさつの後、徳

冨勲副会長の万歳三唱をもって、盛会のうちに

懇親会は閉会した。

（城東支部 武田泰雄）

山川巽 日税政会長

和田義弘 名古屋税政連会長
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第４６回定期大会 国政報告会

川端達夫 総務大臣

石川博崇 衆議院議員

梅村 聡 参議院議員

岸本周平 衆議院議員

中野寛成 衆議院議員

盛山正仁 前衆議院議員

渡嘉敷奈緒美 前衆議院議員

北側一雄 前衆議院議員

関 芳弘 前衆議院議員

三日月大造 衆議院議員

中馬弘毅 前衆議院議員

渡海紀三朗 前衆議院議員
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懇親会 来賓国会議員等

北川知克 前衆議院議員

中山泰秀 前衆議院議員

吉田おさむ 国土交通副大臣

大塚高司 前衆議院議員

竹本直一 衆議院議員

西野あきら 衆議院議員

尾立源幸 参議院議員

松浪健太 衆議院議員

左藤 章 元衆議院議員

松本剛明 衆議院議員

原田憲治 前衆議院議員

野田義和 東大阪市長
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１．支部連合会の部

�平成２３年度会費収納率第１位
和歌山県支部連合会

�平成２２年度から平成２３年度の会費収納率
の純増１位 和歌山県支部連合会

２．支部の部

（イ）第１グループ（予算額５００万円以上）

�平成２３年度会費収納率第１位
天王寺支部

�平成２２年度から平成２３年度の会費収納率
の純増１位 天王寺支部

（ロ）第２グループ（予算額１００万円以上５００万

円未満）

�平成２３年度会費収納率第１位
和歌山支部

�平成２２年度から平成２３年度の会費収納率
の純増１位 泉大津支部

（ハ）第３グループ（予算額１００万円未満）

�平成２３年度会費収納率第１位
水口支部、湯浅支部

�平成２２年度から平成２３年度の会費収納率
の純増１位 桜井支部

本部では、７月２１日に公明党大阪府本部、８

月２６日に自由民主党大阪府支部連合会、９月８

日に民主党大阪府総支部連合会との懇談会にそ

れぞれ参加した。

懇談では、平成２５年度税制改正について重点

要望事項を説明するとともに、税理士法改正に

ついて、日税連と国税庁、財務省主税局との勉

強会をはじめとする取り組みの経過を説明する

とともに、「税理士法改正に関する意見（案）」、

勉強会の議論を集約した「税理士制度に関する

勉強会における論点整理メモ」について説明を

行い理解と協力を求めた。

出席した国会議員は次の通り（開催順）。

（自由民主党）北川イッセイ、谷川秀善、竹本

直一、西野あきら、近藤三津枝

（民主党）中野寛成、大谷信盛、長尾敬、森山

浩行、長安豊、松岡広隆、梅村聡、尾立源幸

（公明党）白浜一良、山本香苗、石川博崇

公明党 民主党

自由民主党

■ 第４６回定期大会における表彰

政党懇談会 ～税制改正と税理士法改正で協力要請
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吉田おさむ後援会設立総会
７月１４日、ヒルトン大阪において、税理士に

よる吉田おさむ後援会設立総会が開催された。

来賓として吉田おさむ衆議院議員、日税連よ

り池田隼啓会長、近税会より宮田義見会長、浅

田恒博副会長、西田隆郎副会長、上西左大信常

務理事、日税政より小川令持幹事長、近税政よ

り井戸本�次幹事長が出席した。

河田秀雄発起人代表の司会により開会が宣せ

られ、来賓の紹介に続いて、井戸本近税政幹事

長が設立趣意を説明した。

引き続き、河田発起人代表が議長となり全議

案が可決承認された。

設立された吉田おさむ後援会は、１０６名の会員

で発足、役員については、脇阪説男会長、坂口

明久幹事長が選任された。さらに、顧問に南出

力利近税政会長、会長代行に河田近税政副会長、

相談役に井戸本近税政幹事長が選任された。

脇阪後援会会長の就任あいさつ、来賓を代表

しての池田日税連会長の祝辞に続いて、吉田お

さむ議員が「政治家として『中小企業』をライ

フワークに取り組んできた。税の専門家として

中小企業に一番身近な税理士の先生方のご指導

ご鞭撻を今後もいただきたい」と謝辞を述べ

た。

続いて開催された懇談会では、活発な懇談が

行われ、盛会のうちに閉会した。

（城東支部 武田泰雄）

川ばた達夫後援会設立総会
税理士による川ばた達夫後援会設立総会が、

８月１１日、大津プリンスホテルにおいて開催さ

れた。

来賓として、川端達夫衆議院議員、三日月大

造衆議院議員、日税連から池田隼啓会長、近畿

税理士会から宮田義見会長、富村将之広報部長、

日税政から小川令持幹事長、近税政から河田秀

雄副会長、井戸本�次幹事長等が出席した。

東郷利夫発起人による開会宣言のあと、大居

喜代勝発起人が議長に指名され議事に入った。

戸次威左武発起人代表が、まず設立趣意書を発

表し、全議案が可決承認され、戸次威左武会長、

林繁理幹事長等を新役員として選任した。

その後、川端議員による現役大臣としての、

臨場感溢れる国政報告があった。

川端議員は、税理士会が重点施策として掲げ

る「電子申告」「租税教育」はもちろんのこと、

「国税、地方税の申告納税の一元化」「監査委員、

外部監査への税理士の選任」の要望等、税理士

業務との接点も大きい。後援会には、今後、川

端議員とより親密な関係が図れる環境を構築

し、「税制改正」「税理士の職域の拡大並びに社

会的地位の向上」「税理士制度」等に関して建設

的な意見交換ができることを期待される。

総会、国政報告会の後、懇親会が開催され、

盛会のうちに散会となった。

（草津支部 竹中 弘）

後後援援会会ニニュューースス

平成２４年（２０１２年）１０月１０日 近 畿 税 政 連 第 １８８ 号 （9）



世耕弘成後援会
７月７日、和歌山市のワカヤマ第２冨士ホテ

ルにおいて、税理士による世耕弘成後援会の定

期大会が開催された。

来賓として世耕弘成参議院議員、田達満近税

政副幹事長が出席した。

最初に速水愼一郎会長が「税理士法改正につ

いては来年の通常国会への法案提出及び成立を

目指している。平成２５年度税制改正ともども世

耕議員にはご指導をお願いしたい。世耕議員の

任期も後１年となった。後援会の真価が問われ

るのはこれからである」とあいさつした。

続いて議案審議に入り、全議案が満場一致で

可決承認された。

次に世耕議員が「消費税増税を柱とする社会

保障・税一体改革関連法案が衆議院で可決され

た。健全な財政をはじめこの国の将来の形を考

えた議論を行っていきたいと考えている。税理

士法改正及び税制改正についても、皆さんと情

報交換を行い取り組んでいきたい」とあいさつ

した。

最後に田近税政副幹事長から「税理士法改正

については、法案作成に向け税理士会・税政連

一体となって取り組みを進めている。世耕議員

におかれては一層のご協力とご指導をお願いし

たい」とあいさつがあった。

その後、開催された懇談会では、会員と世耕

議員が親しく懇談を行い、盛会のうちに閉会し

た。 （和歌山支部 後安宏彦）

世耕弘成 参議院議員

関よしひろ後援会
７月１３日、神戸市須磨区の魚チにおいて、税

理士による関よしひろ後援会第４回定期大会が

開催された。

来賓として関よしひろ前衆議院議員、河田秀

雄近税政副会長、兵庫県第一支部連より竹中征

二朗会長、寺内設昭近幹事長が出席した。

佐々木仁朗副幹事長の司会により、開会のこ

とばが述べられ、枩田裕顯後援会長より、直近

の後援会活動の報告がなされ、「関前議員には、

今後も頑張っていただきたい。われわれも引き

続き応援していく」とのあいさつがあった。

その後、議長に田中啓副会長が選出され、議

事に入り、原案通り可決承認された。

次に、来賓の河田近税政副会長より、「税理士

法改正に関しては、６月末に日税連から『論点

整理メモ』が公表され、消費税法の改正に関し

ては、改正案が衆議院において可決され、参議

院に上程される方向にある。これらの改正に関

心を持っていただき、また後援会活動にも力を

入れて、関前議員には、次回の選挙において当

選していただきたい」とのあいさつがあった。

続いて、関前議員から、現在の国及び地方の

情勢、自身の活動の報告があり、「日ごろの皆さ

まの温かい支援に感謝しています。今後も支援

をお願いしたい」とのあいさつがあり、定期大

会は終了した。

引き続き懇親会が開催され、盛会のうちに閉

会した。

（芦屋支部 吉田智代）

（10） 第 １８８ 号 近 畿 税 政 連 平成２４年（２０１２年）１０月１０日



高市議員（右）と武野後援会会長

松浪ケンタ後援会
税理士による松浪ケンタ後援会第４回定期大

会が、７月２０日、高槻市民文化会館において開

催された。

来賓として松浪健太衆議院議員、今中英雄近

税政副会長、仲猛夫近税政茨木支部長、大西尚

史大阪府第３支部連会長、田中啓充原田憲治後

援会会長、森田茂稔大塚たかし後援会会長が出

席した。

皆元利一後援会副会長の開会宣言の後、長井

良明後援会相談役が議長となって議事に入り、

熱心な議論の末、全議案が可決承認された。

議事に続いて、谷丸八郎後援会会長は、平成

２５年度税制改正に対する要望等、日税政の最近

の活動状況について報告を行った。

次に松浪議員から、大阪都法案の概要とそれ

に対する現在の取り組みについて報告が行われ

た。また道州制によって、現在のシステムより

も大きな権限を持ったリーダーが生まれ、各州

ごとの新しい税制が生まれる可能性等が語られ

た。

続いて来賓者紹介が行われ、今中近税政副会

長が、松浪議員の責任感、政治に対する思いの

強さに賛辞を贈った。

最後に、高岸久典後援会副会長の閉会挨拶を

経て定期大会は閉会した。

大西支部連会長の乾杯で始まった懇親会で

は、松浪議員と出席者が和やかに懇談を深め、

盛会のうちに閉会した。

（茨木支部 中西勝也）

高市早苗後援会
日時 ７月２１日

場所 信貴山のどか村

税理士による高市早苗後援会定期大会が開催

され、全議案は無事可決承認された。

●武野勝文 後援会会長 あいさつ

高市議員を支えていただき感謝いたします。

これからも国政に送り出していただきたい。

●井戸本�次 近税政幹事長 あいさつ

税政連は重点要望を陳情している。現在、税

理士法改正の論点整理を進めて、税理士法改正

を平成２５年度税制改正大綱に入れてもらうよう

活動をしている。

●山本眞市 奈良県支部連会長 あいさつ

高市早苗後援会は活気のある後援会として注

目している。国会の情勢は予断を許さない。政

治連盟活動にご協力をお願いする。

●高市早苗議員 講演会

消費税改正法案は低所得者対策が問題にな

る。公的サービスと財源の確保は、これからの

景気の好転が条件となる。給付付き税額控除と

絡んで、複数税率の議論はあまり進んでいない。

いじめ・子供の自殺は学校の対応、家庭の教

育が問題になる。最終的には、子供に大事にさ

れていることが伝わり、命のつながりが大切で

あることが伝わる教育が必要である。

これから、特に青少年に関する規制等は自由

と権利、責任と義務の兼ね合いが大事である。

（奈良支部 黒田有紀）
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西田昌司後援会
税理士による西田昌司後援会第６回定期総会

が、７月２８日に京都国際ホテルにおいて開催さ

れた。

来賓として西田昌司参議院議員、近税政本部

より原綱宗総務会長、京都府支部連より奥村和

義会長、谷口貢幹事長が出席した。

二股茂幹事長の司会により開会し、中江嘉和

会長が「来年は参議院改選期に当たるため、西

田議員の必勝を期してより積極的に活動し、会

員の増強を図っていきたいのでご理解とご支援

をお願いしたい」とあいさつをした。

定期総会議長に木村守会員が選出され、任期

満了に伴う７８名の役員改選を含むすべての議案

が、原案通り可決承認された。

続いて、西田議員より国政報告があり、「３年

前に民主党が、マニュフェストを掲げて選挙を

し、マスコミが政権交代を煽った結果が、今日

の日本の姿である。その反省もないまま、今度

は大阪維新の会の言動を取り上げ、国民に期待

を持たせようとしている。政治の不道徳の影に

は、こうしたマスコミの報道がその一因となっ

ている。私は、マスコミが報じないことを伝え

る『週刊西田』をネット上に創刊し、訴えたい

ことをリアルタイムに掲載してまいりますので

是非ご覧ください」と力強く語った。

報告会終了後、引き続き開催された懇親会で

は、西田議員が気さくにテーブルを回り、多くの

会員と親しく懇談した。

（上京支部 矢田善久）

おだち源幸後援会社会見学会
税理士によるおだち源幸後援会社会見学会が

８月２３日に行われ、参加者１８人が自衛隊東富士

演習場で実弾射撃演習を見学した。

これはマスコミでも大きく報道された陸上自

衛隊富士総合火力演習の一環として行われたも

ので、多数の装甲車、戦車、航空機などが登場

する一大イベントであった。

演習の目玉である実弾射撃の迫力は相当なも

ので、場内には「耳を塞ぐ等の対応を行ってく

ださい」とのアナウンスが流れるほどであった。

大きな号砲とともに腹に響くほどの空気の振動

が伝わってきて、参加者一同、度肝を抜かれた

様子であった。射撃も非常に正確で、数キロ先

の目標に確実に着弾していった。２０１０年に制式

化された１０式戦車も登場し、難易度の高い旋回

走行での射撃を行うなど、その最新機能の数々

を披露していった。

政務多忙の折であったが、当日は東京からお

だち議員が駆けつけられた。見学後には、おだ

ち議員から税と社会保障の一体改革法案の成立

をはじめとする国政について報告があり、税制

改正及び税理士法改正に関する要望事項等につ

いて陳情及び情報交換を行った。

参会者一同、貴重な体験をし、日常生活では

意識することの少ない防衛や抑止力について理

解を深める契機になった。大阪を深夜０時に出

発し当日の午後１１時に帰阪するという弾丸ツア

ーであったが大満足の社会見学会となった。

（後援会寄稿）
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若林日出紀 支部連会長

大西尚史 支部連会長

大阪府第１支部連
大阪府第１支部連合会第１７回定期大会が、８

月２７日に大成閣で開催された。

来賓として柳本卓治衆議院議員、尾立源幸参

議院議員、中馬弘毅前衆議院議員、左藤章元衆

議院議員、井戸本�次近税政幹事長が出席した。

まず若林日出紀支部連会長のあいさつの後、

河南政明西支部長が議長に選任され議案の審議

に入り、議案はすべて原案のとおり可決承認さ

れた。

続いて井戸本近税政幹事長から祝辞が述べら

れ、引き続き国政報告会及び政治活動報告会が

行われた。尾立議員は「１７項目による税理士法

改正の実現に向けて精一杯頑張っていきたい」

と話した。次に柳本議員が「今の日本の政治を

ご破算にするために、この選挙戦を戦う」と述

べた。また中馬前議員は「候補者の信念や、な

ぜ国会議員になりたいのかなどを十分考慮して

投票し、本当の民主主義を考えなければいけな

い」と話した。左藤元議員は「円高デフレで大

企業がどんどん海外へ出ていく。これは円高や

デフレの対策ができなかったためです。経済も

含め、雇用の問題に取り組まなければならない

と思います」とそれぞれ報告した。

大会終了後、懇親会が開催され、盛会裏のう

ちに閉会した。

（生野支部 小川由美子）

大阪府第３支部連
大阪府第３支部連定期大会が、８月２１日に豊

能納税協会にて開催された。

来賓として大塚高司前衆議院議員、井戸本�

次近税政幹事長が出席した。

安積重和支部連副会長の司会により開会が宣

言された。来賓紹介の後、大西尚史支部連会長

より税制改正等についての要望や税理士法改正

の陳情、また会費の収納率向上に努めることと

そのための各会員の協力を要請する旨のあいさ

つがあった。

続いて、司会者より田中啓允会員が議長に指

名され、議案の審議に入った。まず第１号議案、

第２号議案を上程、満場一致で可決承認された。

続いて第３号議案、第４号議案を上程、すべて

満場一致で可決承認された。

来賓の井戸本近税政幹事長による祝辞があ

り、選挙態勢に関して人物本位で税理士法に理

解ある人を応援することや、平成２４年度税制改

正において税政連要望事項を基本法として制定

したいこと、国家予算作成における複式簿記要

望の建議書上程、税理士法改正ついての論点整

理などについて話があった。

続いて守部浩二副幹長による司会で懇親会が

開催され、大西支部連会長および、大塚前議員

のあいさつがあり、和気あいあいのうちに懇親

会は終了した。 （吹田支部 石井碧八）

平成２４年（２０１２年）１０月１０日 近 畿 税 政 連 第 １８８ 号 （13）



石津良行 支部連会長 山本眞市 支部連会長

大阪府第４支部連
大阪府第４支部連の第２９回定期大会が、８月

３０日、シェラトン都ホテル大阪で開催された。

来賓として、雪松弘近税政副会長、田達満近

税政副幹事長が出席した。

北井末廣副会長の開会宣言があり、石津良行

支部連会長より「『税理士制度に関する勉強会に

おける論点整理メモ』では、税理士資格の自動

付与制度については賛否両論があるとのことで

す。平成２５年度税制改正大綱に税理士法改正が

明記されることで、税理士業界にも大きな変化

がありそうです」とのあいさつがあった。

続いて、正木隆行副幹事長が議長に選出され、

すべての議案について、可決承認された。

続いて、田近税政副幹事長より「最近の政局

は、党首選挙を控えており、また衆議院の解散

総選挙も言われているなど、流動的になってき

ております。税理士法改正要望案が提出されま

すが、この案が機関決定された暁には、より多

くの国会議員に税理士制度についての理解を求

め、よく動いていただける国会議員の先生を増

やし、ともに積極的な後援会活動を広げていき

たい。来年の通常国会では、税政連の総力を挙

げて法案成立を目指したい」とあいさつがあっ

た。

引き続き、竹綱敏真副会長の発声により懇談

会が行われ、雪松近税政副会長の中締めで散会

となった。

（東大阪支部 政本彰人）

奈良県支部連
日時 平成２４年８月１８日（土）

場所 春日ホテル（奈良市）

奈良県支部連定期大会が開催され、全議案は

無事可決承認された。

●山本眞市 近税政支部連会長 あいさつ

日ごろの税政連活動に感謝する。これからも

税制改正・税理士制度に対する状況の変化に的

確に対応する。そのためにも国会議員を応援し

ていただきたい。さらなる税政連活動にご協力

をお願いする。

●滝実 法務大臣 あいさつ

法務大臣を拝命した。法務行政には法務副大

臣等を経験し、司法制度改革から携わっている。

社会保障と税の一体改革に取り組んできた。こ

れは消費税問題の４０年来の課題である。私が自

治省の税務局長の時代には、３％から５％への

税率アップの問題に臨んできた経緯があり、そ

の苦労は経験している。増税を実施するまでの

課題が多く、これからも紆余曲折が予想される。

●田野瀬良太郎 衆議院議員

野党の責任で、国家のため３党合意として消

費税増税法案を「近い内の解散」を取り付け成

立させた。一日も早く民主党に代わり、自民党

政権を復帰させ、政局を安定させたい

●奥野しんすけ 前衆議院議員

中小企業のための新たな税制改正等に力を注

ぎたい。

（奈良支部 黒田有紀）

（14） 第 １８８ 号 近 畿 税 政 連 平成２４年（２０１２年）１０月１０日
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急がば回れ
私は仕事上でもプライベートでも、１年を通して車に乗らない日はほぼあり

ません。また、長距離の運転も知らない道を通るのもほとんど苦になりません。

おそらく根本的に運転するのが好きなんだと思います。

しかし、運転するにあたり避けて通れないのが「交通渋滞」です。これだけ

は苦痛以外の何物でもありません。渋滞が大好きという人は、まあいないでしょう。個人的にも

社会的にもデメリットしかないように感じます。

渋滞にはいろんなケース（原因）があります。事故や工事によるものはもちろん、道なりの車

線減少、道の勾配やトンネルによる速度低下、単純な台数の増など。ちょっとしたことからでも、

たちまち長い列ができあがります。盆正月、GWなどの連休中に高速道路を使おうものなら、否が

応でもこの現象と長時間お付き合いしなければなりません。

誰もが嫌うこの渋滞に関して「渋滞学」という学問もあるようです。おもしろいことに、混雑

時には、追い越し車線に入って速度を上げて走るよりも、走行車線で一定の車間距離を守ってゆ

っくり走った方が実は早いのだそうです。無理に急いでアクセルやブレーキを頻繁に使うことが、

後続の速度減速や渋滞を引き起こす要因になるとか。「自分だけが早く行きたい、得をしたい」と

いう利己的な思いや行動が、かえって自分を含めた多くの人に不利益を与えているわけです。

そう考えれば「急がば回れ」という思いで、心に少しの余裕を持って運転できるかもしれませ

ん。そしてそんなドライバーが増えれば、流通が円滑になり、日本全体の景気が上がる、なんて

いうメリットを得られるかも……しれませんね。 （豊能支部 田中順也）

近税政本部のうごき

第１回正副幹事長会（８月９日）
�第４６回定期大会・国政報告会・懇親会の開催
に関する件
�第４６回定期大会提出議案（原案）の作成に関
する件
�その他
第１回幹事会（８月９日）
�第４６回定期大会・国政報告会・懇親会の開催
に関する件
�第４６回定期大会提出議案（原案）の作成に関
する件
�その他
第１回総務会（８月１０日）
�第４６回定期大会・国政報告会・懇親会の開催
に関する件
�第４６回定期大会提出議案（原案）の作成に関
する件
�その他
第４６回定期大会（９月１４日）
第２回広報委員会（９月１９日）
�機関紙第１８７号（８月号）の批評
�小委員会による検討
�機関紙第１８９号の編集企画に関する件
�その他

政権交代した時、マニ
フェストが全て実現され
日本が良くなると錯覚した。その後の３年
間に多くの新しい政党が誕生し、新たな旗
手「日本維新の会」も登場した。しかし国
民は前回と同じ目線で判断はしない。
誰のための政策か、実現可能か、そして
政治家が国民の負託を受けるに本当に値す
るか。日本国家の方向性をしっかり見据え、
国民の自由と権利を守る気概や、国民が納
得できる社会保障と税のあり方などの政策
を、実現可能性によって判断基準としたい。
税制や社会保障も含めた国家・地方の統
治機構など、これからの日本のあるべき姿
を示す際に�税理士�がその一翼を担って
いかねばならない。
税理士・関与先だけの「税政連」ではい
けない。「税理士」にも、国民の視点を大事
にした、国家・財政・税制のグローバルな
討議・提案など強力なパワーが要求されて
いることに�税理士全員�が目覚める時で
あろう。 （奈良支部 黒田有紀）
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